
令和８年５月１日 

保護者様 

青島こども園長 山口泰弘 

 

  

子育て支援センター事業「いちごクラブ」開設について 

 

 国の子育て支援の一環として、広く地域の子ども達や保護者を対象に、遊びの場や機会を提供する事を

目的に開設します。下記の要項をご覧いただきまして、利用希望の方は、開始日５／１２(火)以降来園の際、

申込書に必要事項を記入の上、いちごクラブ会費を添えてお申し込みください。 

 

＜お問い合わせ 054(641)0705 青島こども園＞ 

 

開放日 （火・水・木 ９：０0～１１：３０） 

            ※５／１２(火)から始まります 

 

０～３才までの親子で気軽に参加できるあそびの広場です。 

親子で一緒に遊んだり、子ども達が遊ぶ様子を見たりしながら、親同士の情報交換や交流も広げられる

場所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会 場＞ 南館２階「いちごクラブ」 

 

 

 

園庭開放 火水木： ９：００～１１：３０ ☆園庭の遊具や砂場でいっぱい遊ぼう☆ 

（※雨天や園庭の状態が悪い日は中止・園の行事や都合によりお休みの日もあります。） 

 

 
室内あそび 火水木： ９：００～１１：００ ☆お部屋のおもちゃで自由に遊ぼう☆  

会場:本館１階 いちごクラブ 

（※園の行事や都合によりお休みの日もあります。） 

 

季節のあそびや製作コーナー、保育部在園児（同年齢）との交流なども予定しています。 

子育て相談 （要予約） 毎週火曜日９：００～１１：００  
子育てについて心配なこと、気になることはありませんか？ 

お気軽に保育士に声をかけてください。一緒に考えていきましょう。 

３日前までに申し込んでください。相談時間を決めさせていただきます。 

   ※秘密は厳守します。 

 

 

 

 

 

リトミックの先生と遊ぼう！（要予約） ０、１、２才児－１０：００～１０：３０ 

会場：南館２階 子育て支援室 
                              

６／４(木)・７／１６(木)・１１／１９(木)・１／２１(木)・３／４(木) 

 

 
 

 

 



＜会 費＞  

今年度、初めていちごクラブにお越しくださった際には、 

職員にお声かけください。（保険料は毎年更新です。）  

 

年間 １００円 （地域子育て支援センター事業参加者傷害保険料） 

正門セキュリティーシステム利用料 ５００円 

                        計  ６００円 

 

・正門セキュリティーシステム利用料は入会時のみの支払い 
です。 カードは退会する時に園に返却してください。 

 
・いちごクラブ退会後、青島こども園に入園される方は、正門セキュリティーシステム利用料追加５００円 
のお支払いをお願いします。（在園児の利用料金が１０００円のため） 

 

＜正門セキュリティーシステム（カード）について＞ 

  園内の園児・教職員・保護者の安全を第一に考え、不審者侵入防止のため、園への出入りには正門からのカ 

ードによるセキュリティーシステムを導入しています。来園の際は、正門の「カード読み取り機」にカードを

かざすと、電気錠が解除されます。出入りの際、小さいお子さんには充分に注意してください。 

 

・出入りの時は、入退場どちらもカードを機械にかざしてください。個人の出入りが記録されます。 

・紛失・破損した場合は、必ず園にご連絡ください。特に紛失の場合は、不審者侵入防止のため登録解除

しますので、ご注意ください。 

・他人に貸与・譲渡することはできません。 

 

＜駐車場＞ 

・徒歩、または自転車でお越しください。駐輪場は下図の通りです。 

・事情がありどうしても車での来園を希望される方は第５駐車場をご利用ください。 

・近隣の方の迷惑になりますので、園付近の道路に無断駐車しないようにお願いします。 

・サンライフの駐車場は使用しないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用の方＞ 

１．来園したら名簿に〇をつけ、名札をつけましょう。  

２．おもちゃや製作などの材料は大切に使いましょう。壊れてしまった時はお知らせください。 

   出来上がった作品（お絵かき・シール貼り・折り紙など）は持ち帰りましょう。 

３．使ったおもちゃ等はお子様と一緒に片付けをお願いします。 

４．お子様の持ち物には必ず名前を記入しておきましょう。 

５．未就園児を対象にした事業です。小学生のお子様はご遠慮ください。 

 事故やケガ、トラブルがないよう、お子様から 目を離さないようにしましょう 


